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施設整備コンセプト（案）
について

2022年11月22日 場所：鶴川第四小学校



第１回（１２月～１月） 関係者紹介・事業概要説明

地域開放エリア・屋外の環境づくりについて第６回（７月）

避難施設機能について第７回（８月）

第２回（３月） 概略配置計画案について（３案程度）

建設に関する検討会

の内容・スケジュール

第１０回（１１月） 施設整備コンセプト（案）について

第３回（４月） 概略配置計画案について（３案程度）
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第１１回（１２月） 基本計画検討会報告書案 検討
（第10回の施設整備コンセプトまとめ）



本日の流れ
・検討会の意見まとめについて

・施設整備コンセプト案について



検討会の

意見まとめ

について



検討会の意見まとめ（第６回）



検討会の意見まとめ（第７回）



施設整備

コンセプト案

について



施設整備コンセプト案について①

良い所：
 体育館・プールが広い
 多目的ホールが各階にとれる
 日当たりがよい
 B案の方が開放面が多い
 グラウンドが広く鶴の台と一体化していて使いやすく、

運動会等の行事の時 使いやすい

気になるところ：
 60m以上もある直線廊下が長い
 鶴の台と分断され遊びにくい、目が行き届かない
 グラウンドが狭く、校舎の裏の面積が多い
 崖と校舎が近く日影、死角になる
 校門から昇降口まで遠い
 4階に普通教室が気になる

〇外構・グラウンド
 グラウンドの広さ・質を大切にしたい

〇校舎・体育館
 特別支援教室と職員室が近接配置しているとよい
 教室の日当たりはよくしたい

〇グラウンド・学童
 鶴の台を北寄りにするなどして、グラウンドを広くする

【検討会でのご意見】



施設整備コンセプト案について②

良い所：
 学童が駐車場近くに配置されているのがよい

〇学童・まちとも
 学童が門側近くにあるとよい（昔は門近くにあった）
 学童は学校内にあると安心

【検討会でのご意見】



施設整備コンセプト案について③

良い所：
 地域の出入り口が地域利用施設に近い
 校舎まで正門からグラウンドを通る距離が長いので不審者が入りにくい
 学童が校門・駐車場に近い

〇地域利用・避難所
 学校と地域活動の施設を分ける
 守衛室を設けるべき
 地域との連携と安心安全な学校生活両方を大切にする

〇開放区画について
 コミュニティルームはどのような活動ができるのか
→地域の人の活動場所の常設

〇セキュリティ
 教育の場とコミュニティの場は分ける

〇運営・管理
 利用時間帯（平日・休日等）整理が必要

【検討会でのご意見】



施設整備コンセプト案について④

〇門・アプローチ
 つる3小側から通学する児童を考え、南門・正門両方使用すると、広範囲か

ら児童が入りやすい、歩車分離する。
 南面の斜面を削り、通学路（正門前）歩道を広げたほうが良い、道をうろう

ろする児童は危ない
 正門の位置、正門はもっと西に作るべき
 南門、通用門は時間で開閉管理する

〇外構・グラウンド・避難時の搬入動線
 車使用の際の分離を徹底する
 物資搬入車両の出入り、体育館への搬入動線の確保、搬入口の確保
 崖崩れの心配・20ｍの巨木の倒木の心配

〇校舎・体育館
 障害を持った児童のために、EVの設置・バリアフリー化、スロープ

〇開放区画について
 開放は慎重に。プールはどうか...体育館、グラウンドくらい

〇運営・管理
 管理者が必要、職員のみの負担は避ける
 開放エリアとの境に門を設ける

〇駐車場・車両動線・送迎
 車両と児童の動線が交錯しないように車両の侵入区域を明確に。

〇避難所施設
 マンホールトイレは本部に近く、犯罪を防ぐ、男女別
 飲食物の保存は館内（北側）がよい
 給食施設の災害時利用または災害時用の給食施設

〇発電設備
 停電時を考慮した発電・蓄電機能
 停電時にも市とつながる無線設備、夜間照明

〇避難時のバリアフリー・プライベートの確保
 乳幼児がいる人への配慮、授乳スペース等視界を隔てるもの
 出来る限り簡単な操作で作動する施設、出入口・グッズ

【検討会でのご意見】



施設整備コンセプト案について⑤

 鶴の台を活用する、既存樹木
 敷地南側道路の整備、擁壁に囲まれた高低差のある敷地を活かした学校
 学校ごとの特色：デイサービスとの交流、親子マラソン、伝統ある行事、校歌

【検討会でのご意見等】


